
町
　
松
代
町
議
会
第
四
回
定
例
会
は
、

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
才

正
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
、

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

、

員
の
給
与
改
正
な
ど
議
決

　
　
松
代
町
議
会
第
四
回
定
例
会
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
十
二
月
十
八
日
～
十
九
日
の
二

　
　
　
　
　
し
、
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
　
　
　
　
　
　
1
0
の
議
件
に
つ
い
て
議
決
い
た
し
ま
し
た
。

議
第
一
号
　
松
代
町
職
員
の
給
与
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
人
事
院
の
勧

　
告
に
も
と
づ
き
、
昭
和
5
0
年
4
月
1

　
日
に
さ
か
の
ぼ
り
、
町
職
員
の
給
与

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
で
あ
り
、

　
そ
の
概
要
は
別
表
「
給
与
改
定
に
よ

　
る
等
級
別
給
料
額
調
」
の
と
お
り
）

議
第
二
号
　
松
代
町
災
害
救
助
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て
。
　
（
救
助
の
実
施
要
件
を
、
住

　
家
が
滅
失
し
た
世
帯
数
が
八
以
上
ハ

ミ
ミ
ミ
を
を
ミ
を
を
チ
さ

行
　
館
平
番
　
　
航

縮・51㌶麟
1　　第194号
／東頸城郡松代町公民

曝関谷昭
／電話　松代　301
～

～

≧　印刷　松代印刷所

E　　（認玖一

謹んで新年のご祝詞を申し上げます

利作秋山松代町長

　
新
春
を
迎
え
ま
し

て
　
町
民
皆
様
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
狂
乱
物
価
に
明
け

不
況
に
暮
れ
た
昨
年

で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
当
町
が
計

画
い
た
し
ま
し
た
各

種
事
業
は
、
皆
様
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
概
ね
所
期
の
目

的
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
五
十
一
年
は

戦
後
最
悪
の
事
態
の

な
か
で
、
国
の
財
政
も
極
め
て
厳
し
い

条
件
の
も
と
に
発
足
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
当
然
地
方
に
も
反
映
し
、

地
方
財
政
は
、
重
大
な
転
機
に
立
つ
年

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
私
も

就
任
以
来
七
年
目
を
迎
え
、
こ
の
難
局

に
臨
み
、
初
心
に
か
え
っ
て
決
意
を
新

ら
た
に
し
、
皆
様
の
ご
期
待
に
そ
む
か

な
い
よ
う
最
善
の
努
力
を
尽
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
将
来
に
お
け
る
新
ら
し
い
農
村
社
会

形
成
の
た
め
に
は
、
生
産
基
盤
の
整
備

を
は
じ
め
と
し
て
、
生
活
環
境
、
住
民

福
祉
、
教
育
施
設
な
ど
早
急
に
解
決
を

は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
要
す
る
財
源
は
膨
大
な
額
に

達
し
ま
す
が
、
極
力
冗
費
を
節
約
し
て

重
点
施
策
の
遂
行
に
徹
し
、
住
み
よ
い

松
代
町
を
創
り
出
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
倍
旧
の

ご
支
援
と
ご
鞭
捷
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　
現
行
二
〇
以
上
V
に
達
し
た
場
合
に

　
改
正
。
救
助
の
種
類
に
障
害
物
の
除

　
去
を
加
え
て
、
生
活
困
窮
者
を
対
象

　
と
し
て
行
な
う
こ
と
を
定
め
た
も
の
）

議
第
三
号
　
松
代
町
国
民
健
康
保
険
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て
。
　
（
法
律
の
制
定
に
よ
る

　
不
用
条
文
を
削
除
で
し
た
も
の
。
）

議
第
四
号
　
松
代
町
一
般
会
計
補
正
予

　
算
第
六
号
。
　
（
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ

　
れ
一
千
九
六
六
万
七
千
円
を
追
加
し

　
て
総
額
一
一
億
九
千
三
三
八
万
七
千

　
円
と
し
た
も
の
。
主
な
内
容
…
…
歳

　
入
、
町
税
一
千
五
六
〇
万
四
千
円
、

　
地
方
交
付
税
一
千
一
九
八
万
五
千
円

　
財
産
運
用
収
入
三
〇
五
万
円
、
町
債

　
一
二
〇
万
円
、
財
政
基
金
繰
入
金
減

　
△
一
千
三
〇
〇
万
円
。
　
　
歳
出
、

　
給
与
改
正
分
九
一
五
万
六
千
円
。

　
　
自
動
化
に
伴
う
庁
用
電
話
交
換
設

　
備
工
事
三
一
五
万
円
、
建
設
機
械
修

　
繕
・
借
上
・
燃
料
費
三
五
〇
万
円
）

議
第
五
号
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
補
正
予
算
第
二
号
。
　
（
事
業
勘
定
追

　
加
額
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
四
万

　
円
、
主
な
内
容
H
歳
入
、
国
庫
支
出

　
金
一
二
四
万
円
、
繰
越
金
二
六
八
万

　
円
。
歳
出
、
給
与
改
正
分
九
八
万
円

　
高
額
医
療
費
三
一
六
万
円
。
診
療
施

　
設
勘
定
追
加
額
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

　
一
六
五
万
七
千
円
、
主
な
内
容
“
歳

　
入
、
繰
越
金
一
三
二
万
円
。
歳
出
，

　
給
与
改
正
分
一
九
六
万
円
。
）

議
第
六
号
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
第
二
号
。
　
（
追
加
額
歳
入

　
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
四
二
万
六
千
円
、

　
主
な
内
容
”
歳
入
、
水
道
使
用
料
一

　
四
二
万
六
千
円
。
歳
出
、
給
与
改
正

　
分
三
三
万
円
、
施
設
拡
張
工
事
ほ
か

　
維
持
費
一
〇
九
万
円
。
）

議
第
七
号
　
特
別
会
計
農
業
共
済
事
業

　
補
正
予
算
第
三
号
。
　
（
追
加
額
歳
入

　
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
二
六
万
九
千
円
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑥

栄
養
と
健
康

　
栄
養
と
は
、
私
達
が
食
物
を
と
り
、

体
を
作
り
、
成
長
、
発
育
、
労
働
の
生

活
を
営
む
上
に
必
要
な
は
た
ら
き
を
す

る
も
と
と
な
る
も
の
で
す
。

　
健
康
こ
そ
最
大
の
幸
せ
で
あ
り
、
こ

れ
を
保
つ
に
は
、
栄
養
の
あ
る
食
物
が

必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
ぜ
い
た
く
な
食

事
で
も
な
く
、
お
ご
り
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
食
生
活
が
第

一
条
件
と
な
る
か
ら
で
す
。

　
　
六
つ
の
基
礎
食
品

　
　
　
　
是
非
覚
え
て
下
さ
い

　
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
食
生
活
を
す
る

上
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に

六
っ
の
基
礎
食
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
調
和
よ
く
毎
日
食
べ
る
の
が
栄
養
の

表t6つの基礎食品

　　　熊義　緑黄色

．鞭1樽総．

補
給
に
最
も
よ
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

1
群
　
☆
緑
黄
色
野
菜
☆

　
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
青

菜
類
、
ピ
ー
マ
ン
、
に

ん
じ
ん
、
か
ぼ
ち
ゃ
。

　
ビ
タ
ミ
ン
類
を
多
く

含
み
、
体
の
調
子
を
整

え
ま
す
。

2
群
☆
そ
の
他
の

　
野
菜
・
果
物
☆

　
だ
い
こ
ん
、
白
菜
、

ね
ぎ
、
き
ゆ
う
り
、
も

や
し
、
き
ゃ
べ
つ
、
ト

マ
ト
、
み
か
ん
な
ど
の

果
物
類
。

　
体
の
調
子
を
整
え
、

繊
維
を
多
く
含
ん
で
便

通
を
よ
く
し
ま
す
。

　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

（別表） 給与改定による等級別給料額調

区　　　分 1等級・ 2等級 3等級 4等級 5等級 単　労 計

改定前の平均本俸円 154，140 130，425 108，900 80，260 67，200 77，416 91，473

改定後の平均本俸円 170，400 144，363 120，550 89，024 74，518 86，162 101，442

平均昇給・額円 16，260 13，938 11，650 8，764 7，318 8，746 9，968

平均昇給率％ 10．54 10．68 10．69 10．92 10．89 11．29 10．90

付記　　1等級　課長の職又はこれに相当する職務

　　2等級　係長の職、またはこれに相当する職務

　　3等級　主任の職またはこれに相当する職務

　　4等級　吏員またはこれに相当する職務

　　5等級吏員以外の職

単労（単純労務）

　　・　運転主任または機器の運転操作に従事する主任の職

　　・　機器の運転操作に従事する職

　　・　運転助手　用務員その他これに類する職務

〆　扶養手当配偶者は1，000円引上げて◎000円に（現行5000円）第1子、第2子は500円引
　上げて2000円に（現行1，500円）　（子のない場合は親に適用）配偶者のない扶養親族のうち1人
諸
　目には500円引上げて4，000円に（現行a500円）改定。
手住宅手当借家・借間の職員については家賃・間代の支払額と5000円（現行4，000円）との差額

　が◎000円（現行どおり）に達するまでその差額を◎000円を越えるときは、こえる額の2分の1
当を3000円（現行2000円）を限度として支給。支給最高限度額は9000円（現行＆000円）

のただしこの措置により支給額が減額となる場合は・経過措置として51年3月ろ1日まで現支給額を支

　給することに改定。
改通勤手当交通機関等利用者については全額支給を1α000円（現行＆000円）に、2分の1加算

　額を加えた最高支給限度額は11，500円（現行9000円）に、交通用具利用者は片道10㎞未満
正

k
　1，600円（現行1，300円）10㎞以上は2，800円（現行2，300円）に、又、通勤不便地域は、

　10㎞～15㎞は3，100円（現行2，500円）15㎞以上は4，200円（現行3，600円）に改定。

人ロのうこき

（昭和51年1月1日）

世帯数2・071（一6）

人口男4。069（一9）

　女4．137（一2）
　計8・217（一11）

出生　6死亡　2
転入　7転出　22
増計　13　減計　24

雪おろしの感電防止

冬期間の雪おろしに

はまわりの電線に充

分御注意下さい。

また断線してたれさ

がった電線には絶対

にさわらずに東北電

力に御連絡下さい。

　　　東北電力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
よ
り
続
く
）

　
主
な
内
容
目
歳
入
、
受
取
補
助
金
一

　
二
六
万
九
千
円
、
歳
出
、
給
与
改
正

　
分
一
二
六
万
九
千
円
。
）

議
第
八
号
　
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に

　
つ
い
て
。
　
（
室
野
に
圃
場
整
備
事
業

　
二
件
を
実
施
す
る
も
の
。
）

議
第
九
号
　
町
道
の
廃
止
に
つ
い
て
。

　
（
犬
伏
下
山
線
総
延
長
二
、
五
一
五

　
m
、
田
沢
下
山
線
総
延
長
三
、
〇
五

　
〇
m
を
廃
止
す
る
も
の
。
）

議
第
十
号
　
町
道
の
認
定
に
つ
い
て
。

　
（
善
宗
塚
線
ハ
松
代
V
総
延
長
九
〇

　
m
を
町
道
に
認
定
し
た
も
の
。
）



六っの基礎食品

緑黄色野さい

　　100g
青菜おひたし

　　　一皿

卵

509
1コ

大豆及び大豆製品

　　709
納豆は2／ろ袋

その他の野菜と果物

野菜　　　果物
2009　　　　　　150g

キヤベツ　　みかん

　4枚　　　2個

　
　
　
杯

　
9
に
3

類
00
ん
く

　
4
わ
軽

穀
　
茶

囎、、
牛乳　1本
チーズは10g

スキムミルク

　　　　209

／　肉か魚
●　　　120g

　　魚1切が

　　　　709

／油’
　　209
大さじ1．5杯

3
群
☆
肉
・
魚
・
卵

　
　
　
　
　
豆
・
大
豆
製
品
☆

　
鮮
魚
、
貝
、
魚
貝
加
工
品
、
獣
鳥
肉

類
、
く
じ
ら
肉
・
卵
・
大
豆
、
豆
腐
、

油
揚
げ
。

　
血
液
や
筋
肉
、
毛
、
皮
ふ
、
爪
、
神

経
な
ど
す
べ
て
た
ん
白
質
か
ら
出
来
て

い
ま
す
。
体
内
で
燃
え
、
体
温
や
力
を

出
す
働
き
が
あ
り
、
　
一
グ
ラ
ム
で
四
カ

ロ
リ
ー
の
熱
量
を
出
し
ま
す
。

4
群
☆
穀
類
い
も
砂
糖
☆

　
米
、
麦
、
め
ん
類
、
パ
ン
類
、
砂
糖

じ
ゃ
が
い
も
、
さ
つ
ま
い
も
。

　
体
内
で
燃
え
て
、
体
温
や
力
を
出
し

ま
す
。
一
グ
ラ
ム
で
四
カ
ロ
リ
ー
、
余

っ
た
も
の
は
、
皮
下
脂
肪
や
肝
臓
な
ど

に
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
と
し
て
貯
え
ら
れ
ま

す
。5

群
☆
乳
類
・
小
魚
・
海
草
☆

　
牛
乳
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
、
チ
ー
ズ
、

骨
ご
と
食
べ
る
。
小
魚
、
わ
か
め
、
ひ

じ
き
。

　
骨
や
歯
を
つ
く
る
材
料
と
な
り
、
他

の
栄
養
素
を
結
び
つ
い
て
、
筋
肉
、
血

液
、
消
化
液
な
ど
を
作
る
原
料
と
な
り

ま
す
。

「　いも類　50g

卵大のものが50≦

6
群
☆
油
脂
類

　
て
ん
ぷ
ら
油
、
サ
ラ
ダ
油
、

マ
ー
ガ

リ
ン
、
　
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
。

　
体
内
で
燃
え
、
体
温
や
力
を
出
し
ま

す
。
一
グ
ラ
ム
で
九
ヵ
ロ
リ
ー
の
熱
量

を
出
し
、
た
ん
白
質
や
糖
質
よ
り
効
果

的
で
す
。
野
菜
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
ロ

チ
ン
の
利
用
を
高
め
ま
す
。
植
物
性
の

油
に
含
ま
れ
て
い
る
リ
ノ
ー
ル
酸
、
リ

ノ
レ
イ
ン
酸
の
成
分
は
生
命
を
保
つ
上

に
大
切
な
役
割
を
も
ち
ま
す
。

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に

　
毎
目
こ
れ
だ
け
食
べ
ま
し
よ
う

　
各
数
値
は
成
人
を
対
象
に
し
た
も
の

で
す
。
年
令
、
労
働
な
ど
に
よ
り
、
多

少
数
値
は
変
わ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
の
食
生
活
を
ふ
り
か
え
っ
て

比
べ
て
み
て
下
さ
い
。

　
足
り
な
い
も
の
は
、
ど
れ
で
し
ょ
う

か
。
　
と
り
す
ぎ
て
い
る
も
の
は
、
ど
れ
で

し
よ
う
か
。

健
康
相
談

毎
月
、
第
二
、
第
四
月
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

役
場
一
階
　
保
健
室
で

　
1
月
2
6
日
2
月
9
日
2
月
23
日

健
康
に
つ
い
て
ご
相
談
の
あ
る
方
は
、

ど
な
た
で
も
お
い
で
下
さ
い
。

恩
給
法
（
旧
軍
人
）
が
改
正

　
　
　
　
　
該
当
者
は
役
場
へ

　
普
通
恩
給
等
が
次
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
役
場
の
社
会
福
祉
係
へ
手
続
き
、
又

は
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

普
通
恩
給

　
旧
軍
人
で
六
五
才
以
上
の
普
通
恩
給

受
給
者
に
つ
い
て
は
、
恩
給
額
が
次
の

計
算
に
よ
り
増
額
に
な
り
ま
す
。

　
実
際
に
兵
に
服
し
た
年
数
に
加
算
年

（
特
定
の
職
務
や
戦
務
や
戦
地
に
従
事

　
し
た
場
合
、
そ
の
種
別
、
実
在
職
年

　
に
応
じ
割
増
し
さ
れ
た
年
数
）
を
加

　
え
た
年
数
で
計
算
さ
れ
る
。

普
通
扶
助
料

　
普
通
恩
給
と
同
様
に
、
六
五
才
以
上

　
の
普
通
扶
助
料
受
給
者
の
扶
助
料
に

　
つ
い
て
は
、
加
算
年
を
加
え
た
、
年

　
数
で
計
算
し
た
額
に
増
額
す
る
。

一
時
恩
給

連
続
し
て
兵
役
に
服
し
た
年
数
が
三

年
以
上
七
年
未
満
の
兵
（
軍
人
で
あ

　
っ
た
頃
の
階
級
）
に
一
時
恩
給
を
支

給
す
る
。

一
時
扶
助
料

　
一
時
恩
給
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
に
、
そ
の
遺
族
に
一
時
扶
助
料
を

支
給
す
る
。

高
令
者

　
　
　
無
料
職
業
紹
介
所

　
高
令
者
無
料
職
業
紹
介
所
は
、
六
五

才
以
上
の
人
で
働
く
意
志
と
力
の
あ
る

人
の
体
力
や
経
験
や
能
力
に
応
じ
た
仕

事
を
考
え
、
就
職
の
道
を
開
い
て
あ
げ

よ
う
と
い
う
機
関
で
す
。

職
業
の
仕
事
以
外
で
も
高
令
者
の
生
活

一
般
や
社
会
活
動
に
つ
い
て
の
ご
相
談

に
あ
ず
か
り
、
老
人
福
祉
の
増
進
を
は

か
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
新
潟
県
社
会

福
祉
協
議
会
が
運
営
し
て
い
る
も
の
で

す
。職
業
を
求
め
る
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤



　
年
は
と
っ
て
も
働
い
て
社
会
の
為
に

な
り
た
い
、
或
い
は
自
力
で
生
活
の
安

定
を
は
か
ろ
う
と
い
う
人
は
、
先
ず
身

体
の
調
子
を
と
と
の
え
、
進
ん
で
仕
事

に
あ
た
ろ
う
と
い
う
お
気
も
ち
で
ご
相

談
下
さ
い
。
紹
介
所
で
は
直
接
ご
事
情

や
ご
希
望
を
き
い
て
、
そ
の
人
に
ふ
さ

わ
し
い
仕
事
を
お
世
話
す
る
よ
う
に
つ

と
め
ま
す
。

人
手
を
求
め
る
皆
さ
ん
へ

　
高
令
者
を
社
会
活
動
に
復
帰
さ
せ
、

そ
の
力
を
活
用
す
る
こ
と
は
時
代
の
要

請
と
も
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

働
く
意
欲
あ
る
高
令
者
を
職
場
に
た
く

み
に
配
置
し
て
、
よ
い
結
果
を
み
た
例

も
よ
く
あ
り
ま
す
。
お
仕
事
の
内
容
を

ご
検
討
の
上
、
高
令
者
の
能
力
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

求
職
・
求
人
の
方
は

　
求
職
又
は
求
人
の
方
は
、
電
話
で
は

間
違
い
が
起
り
や
す
い
の
で
本
人
が
直

接
次
へ
出
頭
し
て
係
員
と
お
話
し
合
い

に
な
っ
て
下
さ
い
。

　
上
越
市
中
央
三
丁
目

　
　
上
越
市
母
子
検
診
セ
ン
タ
ー
内

　
上
越
高
令
者
職
業
無
料
紹
介
所

千
年
青
年
会

　
　
　
　
優
良
青
少
年
団
体
表
彰

　
千
年
青
年
会
（
会
長
武
田
芳
夫
）
が

こ
の
ほ
ど
、
青
少
年
育
成
新
潟
県
民
会

議
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
議
で
は
、
善
行
青
少
年
及
び
社

会
奉
仕
活
動
等
を
行
っ
た
青
少
年
団
体

（
青
少
年
グ
ル
ー
プ
を
含
む
）
又
は
、

青
少
年
の
健
全
育
成
・
事
故
防
止
等
に

功
績
の
あ
っ
た
者
若
し
く
は
団
体
を
表

彰
し
て
、
そ
の
活
動
を
広
く
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の

推
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
で
毎
年
表

彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
千
年
青
年
会
が
表
彰
さ
れ
た
の
は
、

主
と
し
て
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
，

道
路
傍
に
運
転
者
に
警
告
す
る
標
識
を

設
置
す
る
活
動
を
続
け
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
、
　
「
交
通
安
全
宣
言
地
区
」
の

立
看
板
を
始
め
と
し
て
毎
年
表
現
を
変

え
て
工
夫
し
、
飲
酒
運
転
、
ス
ピ
ー
ド

違
反
、
無
免
許
運
転
の
絶
滅
と
幼
児
、

老
人
等
の
歩
行
者
の
安
全
を
図
っ
て
い

る
こ
と
。
粗
朴
な
表
現
や
字
体
等
、
手

作
り
の
立
看
板
は
、
歩
行
者
や
運
転
者

に
、
ほ
、
え
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
な

ど
、
交
通
事
故
防
止
に
大
き
な
役
割
を

果
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
と
も
す
れ
ば
、
す
た
れ

　
　
　

N
・
ミ幡
　
　
　
び

　
、
気

　
　
、

　
　
↑
、

夕
．
1
’

支
一
芸

霧
西潟
　　まさ
　　　　お

日
記
抄
（
碑
陣
＋
貢
）

木
僅
咲
け
り
う
す
紫
の
其
花
は
遠
い
昔

の
夢
に
も
似
た
り

木
僅
の
花
の
咲
く
頃
知
り
あ
い
其
花
の

終
る
頃
別
れ
再
び
逢
わ
ず

木
僅
の
花
の
其
う
す
紫
の
色
に
似
て
ほ

の
か
に
あ
わ
い
想
い
出
の
ひ
と
つ

　
　
　
　
○

皮
肉
を
聞
き
苦
笑
し
て
帰
る
道
で
ふ
と

黙
殺
と
云
ふ
言
葉
か
な
し
く
思
う

う
わ
さ
も
さ
れ
ず
誹
誇
も
さ
れ
ず
に
居

る
こ
と
を
寂
し
さ
と
も
思
う
が
か
な
し

き
日
あ
り

柴
の
上
ま
で
遂
伸
び
す
ぎ
た
藤
豆
の
花

は
さ
み
し
や
よ
り
ど
こ
な
く

　
　
　
　
○

逢
え
ば
先
ず
調
子
を
問
い
あ
い
ほ
＼
笑

み
か
わ
す
同
年
の
友
を
訪
へ
ば
楽
し
も

難
聴
も
お
互
故
に
気
も
軽
く
世
情
の
外

の
話
が
は
ず
む

二
枚
三
枚
朴
の
枯
葉
の
こ
ぽ
れ
る
如
く

散
る
の
を
見
つ
＼
黙
念
と
居
る

　
　
　
　
○

う
す
陽
さ
し
舗
道
に
う
つ
る
弱
々
し
げ

な
己
れ
の
影
と
共
に
散
歩
す

何
人
か
の
人
に
行
き
あ
い
追
い
こ
さ
れ

急
が
ず
休
ま
ず
ゆ
っ
く
り
歩
く

路
傍
に
お
わ
す
御
地
蔵
尊
に
わ
け
も
な

く
手
を
振
り
な
ど
し
て
歩
み
続
け
り

霜
に
あ
い
雪
に
あ
い
し
て
山
茶
花
の
つ

ぼ
み
も
色
増
し
冬
至
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫

が
ち
に
な
る
盆
踊
り
、
秋
祭
り
な
ど
郷

土
の
行
事
を
青
年
会
が
中
心
と
な
っ
て

毎
年
盛
大
に
実
施
し
て
お
り
、
町
内
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
進
ん
で
参
加
し
、

又
、
会
員
で
出
稼
す
る
者
に
は
送
る
会
．

を
開
催
し
て
励
ま
し
、
海
水
浴
、
日
帰

り
旅
行
な
ど
を
行
っ
て
会
員
相
互
の
親

睦
と
健
全
育
成
の
活
動
を
積
極
的
に
実

施
し
て
い
る
。

十
二
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

翻
蓑
乃
亀

　
　
　
　
　
父
三
男
　
　
菅
刈

相
沢
千
恵
美
　
　
　
長
女

　
　
　
　
　
母
秋
子
　
　
　
幸
左
工
門

　
　
　
　
　
父
邦
春
　
　
下
山

宮
沢
　
将
志
　
　
　
長
男

　
　
　
　
　
母
一
子
　
　
　
　
窪
田

　
　
　
　
　
父
英
夫
　
　
　
松
代

渡
辺
　
和
代
　
　
　
　
長
女

　
　
　
　
　
母
芙
美
子
　
　
　
田
鍬
の
家
持

　
　
　
　
　
父
要

高
橋
　
幹
夫
　
　
　
　
二
男
　
松
代
高
澄
屋

　
　
　
　
　
母
ス
ミ
子

　
　
　
　
　
父
誠
一

室
岡
久
美
子
　
　
　
二
女
　
田
野
倉
田
中

　
　
　
　
　
母
節
子

　
　
　
　
　
父
実

佐
藤
　
宏
之
　
　
　
長
男
　
室
野
堂
の
下

　
　
　
　
　
母
久
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

斎
木
千
代
松

米
持
ハ
ル

毒鉾
講
前新
田宅

お
年
玉
つ
き
年
賀
ハ
ガ
キ

i
賞
品
引
換
え
は
一
月
二
十
日
か
ら
ー

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
ち
ゆ
う
せ
ん
は
一
月

十
五
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
お
年
玉
の
賞
品
及
ぴ

当
選
本
数
は
次
表
の
と
お
り
で
す
が
引
換
え
期
間
は

一
月
二
十
日
か
ら
七
月
十
九
日
ま
で
と
な
つ
て
お
り

ま
す
。
賞
品
の
引
換
え
は
忘
れ
な
い
う
ち
に
早
め
に

し
ま
し
よ
う
。

等
級

品
　
名

当
せ
ん
割
合

当
選
本
数

一
等

折
り
た
た
み

自
　
転
　
車

鯉
饗
紀
六
千
百
本

二
等

腕
　
時
　
計

璽
璽
楚
三
万
三
千

　
　
本

三
等

封
筒
と
グ
リ

ー
テ
イ
ン
グ

カ
ー
ド
の
セ

ツ
ト

千
本
に
二
本

五
百
六
十

　
万
本

四
等

お
年
玉
切
手

シ
ー
ト

百
本
に
三
本

八
千
四
百

　
万
本

注

表
中
の
①
は
寄
附
金
つ
き
、
②

は
寄
附
金
な
し


